
　

新
緑
の
候
、
小
倉
工
業
高
校
北
辰
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
ま
し
て
、

４
月
１
日
付
に
て
石
津
勝
幸
教
頭
先
生
（
本
年

度
よ
り
福
岡
工
業
高
校
副
校
長
）
の
後
任
と
し

て
、
戸
畑
工
業
高
校
よ
り
転
任
し
て
参
り
ま
し

た
伊
藤
学
で
ご
ざ
い
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
自
己

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
昭
和
61

年
に
本
校
機
械
科
を
卒
業
後
、
地
元
の
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。
職
場
で
は
上
司

や
先
輩
に
も
恵
ま
れ
一
生
懸
命
に
仕
事
を
し
ま

し
た
が
、
工
業
の
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
抑
え
ら
れ
ず
、
教
職
を
目
指
し
現
在
に

至
り
ま
す
。
初
出
勤
の
日
に
復
刻
さ
れ
た
篠
崎

門
を
と
お
り
、
サ
イ
ト
ウ
マ
コ
ト
先
輩
の
オ
ブ

ジ
ェ
と
壁
画
を
眺
め
て
い
る
と
、
多
く
の
生
徒

が
元
気
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
倉
工
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
た
次
第

で
す
。
念
願
の
母
校
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と

は
喜
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
諸
先
輩
方
が
築
き

上
げ
た
１
１
９
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
本
校

で
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
本
県
は
「
国
際
的
な
視
野
を
持
っ
て
、

地
域
で
活
躍
を
す
る
若
者
（
ふ
く
お
か
未
来
人

財
）」
の
育
成
を
目
指
す
「
ふ
く
お

か
未
来
人
財
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

〝
福
岡
県
の
教
育
大
綱
〟
と
し
て
位

置
付
け
ま
し
た
。
こ
の
「
ふ
く
お
か

未
来
人
財
」
に
は
、「
学
力
、
体
力
、

豊
か
な
心
」、「
社
会
に
は
ば
た
く

力
」
及
び
「
郷
土
と
日
本
、
そ
し
て

世
界
を
知
る
力
」
の
３
つ
の
力
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
求
め
ら
れ
る
力
を
生
徒
に
付
け
さ
せ
る

た
め
本
校
で
は
「
21
世
紀
を
切
り
拓
く
未
来
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
『
志
高
く 

自
律

心
と
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
た 

質
実
剛
健 

倉

工
生
』
の
育
成
」
と
い
う
教
育
目
標
を
校
長
先

生
が
示
さ
れ
、
チ
ー
ム
倉
工
と
し
て
全
職
員
一

丸
と
な
っ
て
様
々
な
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
北
辰
会
か
ら
は

Ｏ
Ｂ
講
話
を
は
じ
め
、
生
徒
海
外
研
修
や
も
の

づ
く
り
に
関
す
る
資
材
提
供
、
そ
し
て
部
活
動

が
ん
ば
ろ
う
会
等
々
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
対

し
、
物
心
両
面
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す

こ
と
は
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

校
長
先
生
が
示
さ
れ
た
教
育
目
標
を
達
成

し
、
日
本
一
の
工
業
高
校
を
目
指
す
た
め
、

そ
し
て
来
年
度
迎
え
る
１
２
０
周
年
記
念
事

業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
全
身
全
霊
で
校
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。
前
任
の
石
津
教
頭
先
生
と
同
様
の
御
支

援
、
御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
北
辰
会
の
今
後
さ
ら
な

る
御
発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
転
任
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発行：平成30年５月14日
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小倉工業　　  報

当番幹事：平成７年卒、平成19年卒
日 時 平成30年５月27日㈰
場 所 小倉飯店
	 北九州市小倉北区堺町１-８-14
	 TEL（093）521-8631
時 間 ⃝受　付：14時から
	 ⃝総　会：15時から
	 ⃝懇親会：16時30分から
会 費 ￥5,000

旧電車通り

小文字通り

至戸畑

●
コレット井筒屋
●
コレット井筒屋

ホテルテトラ北九州
　　●
ホテルテトラ北九州
　　●

ホテルクラウン
ヒルズ小倉
●

日本生命
●

中央
第一
中央
第一西日本

シティ銀行
●

　北九州
●銀行
　北九州
●銀行

●
JTB小倉ビル
●
JTB小倉ビル

ニュー●
南国ビル

パークサイド
ビル

西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場
西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場

堺町公園

南国ビル●

●
駐車場

●
明治安田生命

福岡
銀行
●

至門司

チャチャタウン
●

チャチャタウン
●

浅
香
通
り

モ
ノ
レ
ー
ル
平
和
通
り
駅

平
和
通
り

平
和
通
り

JR小倉駅

★

小倉
飯店

小文字歩道橋

リーガロイヤルホテル
　　●

十
八
銀
行
第
一
生
命

共
同
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

十
八
銀
行
第
一
生
命

共
同
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
●

平成30年度
北辰会総会

講師（メインダンサー）：田
たなか

中 秀
ひでみ

美 様
主催教室のダンサーの皆様
ダンス曲目：セビジャーナス  アレグリアス  ティエントス

〈田中秀美様プロフィール〉
福岡大学経済学部卒業後高等学校の社会科教員を経てフラメンコダン
サーを目指す。ナタリヤ、ミリアム、ラウラ等外国人ダンサーに師事。
スペイングラナダセビージャに留学後、飯塚田川にて教室開講。薬院ス
ペイン料理店イビザルテ、薬院サルーその他イベント等に出演。天神チャ
コットカルチャースクール講師。

懇親会メインイベント
「フラメンコダンススタジオ  ロサ  ルシーダ

愛と情熱のフラメンコ」

教
頭　

伊
藤　

学

（
昭
和
61
年 

機
械
科
卒
）

会報75号
掲載内容の

訂正とお詫び

転
任
の
御
挨
拶

前回75号〔村野藤吾作品
探訪〕にて名称の間違い
がございました。文章３段
目12行目に北九州ひび
き信用金庫となっており
ますが、正しくは、「福岡
ひびき信用金庫本店」で
す。訂正してお詫び申し
上げます。

福岡ひびき信用金庫 本店
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平
成
30
年
２
月
４
日
㈰ 

ウ
エ
ル
戸
畑
に
て
第
12
回

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
北
辰
会
の
皆
様
を
始
め
学
校
関
係
者

等
に
お
か
れ
ま
し
て
は
多
大
な
ご
支
援
・
広
告
掲
載
ご

協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
部
員
た
ち
も
日

頃
の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
事
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
不
備
な
事
も
有
っ
た
か
と
は
思
い
ま
す
が

無
事
に
終
わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ご
来
場
の
皆
さ
ん

は
生
演
奏
の
体
感
を
お
土
産
に
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
４
月
28
日
、
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

総
会
を
母
校
音
楽
室
に
て
開
催
し
生
徒
と
の
懇
談
を
し

ま
し
た
。
新
１
年
生
も
９
名
入
部
し
て
中
に
経
験
者
が

４
名
居
る
そ
う
で
今
年
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　

出
費
多
端
な
折
り
誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
北
辰
会
の
皆
様
に
は
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
暖
の
候
、
小
倉
工
業
高
校
北
辰
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
ま
し
て
福
岡
工
業
高
校
へ
副
校

長
と
し
て
転
出
と
な
り
、
３
月
末
日
に
北
九
州
の
活
天
地
を
後
に
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
28
年
４
月
１
日
に
赴
任
い
た
し
ま
し
て
か
ら
の
２
年
間
、
篭
原

裕
明
会
長
を
始
め
北
辰
会
の
皆
様
に
は
、
過
分
な
る
ご
厚
情
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
小
倉
工
業
高
校
並
び
に
北
辰
会
と
の
ご
縁
は
、
今
年

創
立
１
１
９
年
を
迎
え
ま
す
栄
え
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
前
に
、
毎
日
が
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
日
本
一
と

い
う
使
命
を
背
負
い
、「
真
理
探
究
」「
質
実
剛
健
」「
勤
労
努
力
」
の
校
訓

の
下
、
希
望
に
燃
ゆ
る
健
男
児
の
育
成
に
幾
何
の
力
も
出
せ
ず
後
悔
ば
か
り

が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
倉
工
生
に
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
で

活
躍
さ
れ
ま
す
２
万
２
千
余
名
の
卒
業
生
の
皆
様
の
物
心
両
面
に
渡
る
惜
し

み
な
い
ご
支
援
、
後
ろ
盾
も
あ
り
、
間
違
い
な
く
将
来
、
日
本
の
未
来
を
担

い
牽
引
す
る
中
核
的
な
人
材
に
成
長
し
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
県

内
外
の
支
部
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
は
、
ど
こ
の
支
部
で
も
皆

様
の
倉
工
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
福
岡
工
業
高
校
の
発
展
の
た
め
大
変
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
か
ら
の
ご
教
示
を
活
か
し
一
心
一
意
そ
の
職
責
を
果
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
北
辰
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の

ご
健
康
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
倉
工
業
高
校
の
も
の
づ
く
り
の
活
動
は
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
活
躍
を
し
て
お
り
、
高
校
生
も
の
づ
く

り
大
会
で
の
優
勝
な
ど
優
秀
な
成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
の
企
業
で
の
技
能
五
輪
の
活
躍
も
め
ざ
ま

し
く
、
国
内
大
会
で
の
優
勝
や
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
世
界
大
会
で
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
４
名
輩
出
し
て

い
ま
す
が
、
高
校
別
で
は
全
国
ト
ッ
プ
で
す
。

　

そ
の
成
果
の
基
と
な
る
の
が
、
日
々
の
学
校
内
で
の

学
習
と
技
能
訓
練
で
す
。
母
校
で
は
、
機
械
科
、
電
子

機
械
科
、
電
気
科
、
電
子
科
、
工
業
化
学
科
の
各
科
で

毎
日
の
よ
う
に
も
の
づ
く
り
全
国
大
会
に
向
け
て
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

韓
国
の
技
能
五
輪
世
界
大
会
の
成
績
は
昨
年
の
世
界

大
会
で
中
国
に
抜
か
れ
る
ま
で
は
世
界
ト
ッ
プ
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
材
養
成
の
中
核
を
担
っ
て
い
る

の
が
小
倉
工
業
高
校
と
姉
妹
校
の
仁
川
機
械
工
業
高
校

で
す
。
仁
川
機
械
工
業
高
校
卒
業
生
の
世
界
大
会
金
メ

ダ
リ
ス
ト
は
47
名
い
ま
す
。

　

近
年
の
世
界
大
会
で
は
、
母
校
卒
業
生
と
仁
川
機
械

工
業
高
校
の
卒
業
生
が
世
界
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
争
う

と
い
う
素
晴
ら
し
い
交
流
が
出
来
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
両
校
の
親
善
交
流
の
中
で
、
養
成
種
目
が

同
じ
競
技
の
技
術
交
流
を
行
う
こ
と
に
な
り
「
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
」
職
種
で
技
術
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
19
日
～
24
日
の
間
、
学
校
で
の
合
宿
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
技
術
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
時
期
か
ら
社
会
人
レ
ベ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
取
り
入
れ
て
い
る
韓
国
の
選
手
の
技
術
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
母
校
生
徒
は
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
日
韓
技
術
交
流
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
定
期

的
な
技
術
交
流
と
、
世
界
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
競
い
合

お
う
と
、
誓
い
合
い
ま
し
た
。

前
教
頭　

石
津　

勝
幸

御
挨
拶

日
韓
技
術
交
流
開
催
！

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
へ
の

ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

仁
川
機
械
工
業
高
校

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
選
手
団
来
校

2HOKUSHINKAI



　野見山誠一（関東支部長）から母校へ教材用にドローン５
台が寄贈されました。２月28日北辰会入会式の後に校長室に
於いて贈呈式が行われました。
　贈呈式に先立つ１月31日㈬ 課題研究発表会が行われた会
場で、寄贈される５台の内の１台が、ステージの上を飛び立
ち生徒の間に響めきが拡がりました。
　５月に入り更に５台が寄贈されました。10台のドローンを
有効に活用し、後輩がドローン技術を習得し将来社会に活か
す事が野見山先輩への恩返しとなります。
　学校では、北九州市若松区の農家ベジタブルセンター 
UFO 藤嶋様と電気科生徒10人が、ドローンを使ってスイカ他色々な農作物の育成状況を把握する準備を進
めています。１年がかりの実験になりますが、この実験により収穫の効率ＵＰに繋がるようになれば農家さ
んにとっても貴重なものとなるでしょう。
　この研究実験の結果は、来年２月の課題研究発表会に於いて発表されます。

　創立120周年まで、あと１年となりました。
　記念事業の概要は、次号で発表しますが、その一つ村野藤吾先輩の
作品コーナーを設置する予定
です。昨年、旧八幡図書館の
レンガ、丸窓、階段手摺等を
北九州市病院局から提供して
戴いていましたが、村野先輩
の孫 村野 永氏から新たに高
輪プリンスホテルのVIPルー
ムで使用した椅子、テーブル、
照明スタンドの３点を提供し
て戴ける事になりました。村
野藤吾先輩が製作に関わった
大変貴重な作品です。
　後輩の皆さんに、ものづく
りの大切さを学んで欲しいと
願っています。

　昨年行われた福岡県主催のものづくり研究発
表会に於いて電子科生徒（今春卒業）が、取り
組んだ研究発表が優秀賞に選ばれました。
　研究作品は、「超高齢化社会に向けた高齢
者支援システムの研究 ～IOT技術の実践的な
取り組み～」。内容は、一人暮らしの高齢者を認
知症による事故や災害からどう守るかを考え、身
の周りの物をインターネットに繋ぐIOT技術を使
い赤外線センサーで認知症の高齢者の動きやド
アの開閉などを察知し、インターネットを通して呼
びかけをし、それが、音声機器やカメラに伝わり
撮った画像を離れた家族のスマートフォンに送る
事ができます。情報を受け取ると大きな掲示板に

「HELP」の文字が出る装置も作りました。自然
災害で助けを求める際に有効です。
　この研究は、２月に行われた課題研究発表会
で発表されました。

　昨今、無人航空機（ドローン：UAV）は、様々な場面で広
く活用されつつあります。
　登場当初は、印象が、あまりよくなかったドローンですが、
技術の進歩とA Iによる自動姿勢制御システムのお陰で誰でも
簡単に操縦することが可能となりました。その反面、モラルを
逸脱した一部の操縦者や初心者が無理な飛行を行い事故につ
ながっているケースが発生しています。
　一方、産業界では、ドローンを使った空撮の他にも、農業・
土木・建設・人命救助など幅広い分野で専用のドローンが活
躍しています。現在のドローン市場は、500億円超ですが2024
年には3,700億円超という調査報告もあります。その予兆は、
すでに本校の就職先にも表れています。大手、電力会社によ
ると設備保守・点検をドローンで行うプロジェクトがあり、測
量においても３日は必要とされる測量を半日で完了することが
できます。
　本校の就職先でも即戦力となる人材を輩出する為にドローン
を使った授業を行い、生徒へ興味関心を持たせ、法律厳守で
安心安全にドローンを飛行させることができる人材育成を目指
し指導に当たっている次第です。
　本年、２月28日に、野見山先輩から小型無人機（トイドロー
ン）、５台を寄贈していただきました。このドローンは、初めて
ドローンに触れる生徒たちにドローンの安全性や基礎的な飛
行技術を学ぶ為に使用させていただいています。本校は、人
口密集地の街中に位置しており、航空法の規制対象地域となっ
ています。その為、規制対象外となる200g以下のドローンで
なければ飛行することができません。今回、寄贈していただ
いたドローンは規定対象外のトイドローンでありながら多くの
センサーを内蔵し安定した飛行が可能です。初めて触れる生
徒でも、少しの学習で、すぐに飛行を行うことができます。
　今後は、生徒へ本格的な産業用ドローンも飛行できるよう
に、私自身も研鑽を重ねる所存です。まずは、４月にDJ I 
CAM Pスペシャリスト資格（世界シュア75%のドローンメーカ
の民間資格）を習得いたしました。
　本年度の課題研究では、農家さんと協力をさせていただき
ドローンを使った精密農業の実証研究をさせていただく予定
です。
　今後とも生徒の教育活動にご支援、ご教授よろしくお願い
いたします。

～ 学 校 だより～

寄贈品
スタンド

寄贈品 椅子

寄贈品 テーブル

ものづくり発表会で優秀賞受賞
ＩＯＴで高齢者支援

村野藤吾先輩の作品母校へ

ドローン５台寄贈  野見山誠一（昭和36年 電気科卒）から

ドローンを使った教育
電気科  福來　知昭（平成10年 電子科卒）
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母
校
の
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
教
育
振
興
基
金
が
大
き
な
支

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
麻
生
知
宏
氏
（
平
成
24
年 

電
子

科
卒
）
が
、
技
能
五
輪
世
界
大
会
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
倉
工
の
卒
業
生
で
４
人
目
の

金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕
生
し
ま
し
た
。
倉
工

で
基
礎
が
培
わ
れ
た
経
験
が
活
か
さ
れ
た

結
果
で
す
。
Ｉ
Ｏ
Ｔ
技
術
や
、
ド
ロ
ー
ン

技
術
の
習
得
等
の
支
援
に
教
育
振
興
基
金

が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
是
非
こ
の
教
育

振
興
基
金
に
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

母
校
創
立
１
２
０
周
年
ま
で
あ
と
１
年
足

ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
母
校
が
益
々
発
展
す

る
礎
は
、
卒
業
生
が
支
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
母
校
の
更
な
る
発
展
を
願
う
と
こ
ろ

で
す
。

　

会
員
諸
氏
か
ら
の
北
辰
会
費
が
母
校
の

発
展
に
繋
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
北
辰
会
費
２
，０
０
０
円

の
納
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
も
同
窓
諸
氏
に
原
稿
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
は
、
１
２
０
周
年
誌
も
発
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。
多
数
の
同
窓
諸
氏
に
ご
協

力
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

【
転
出
】

▽
石
津　

勝
幸（
教
頭
） 

福
岡
工
業
高
校
へ

▽
山
﨑　

理
一（
国
語
） 

小
倉
商
業
高
校
へ

▽
麻
生　

貴
史（
数
学
） 

▽
藤
元　

敦
子（
理
科
） 

中
間
高
校
へ

▽
東
山　

陽
治（
機
械
） 

▽
村
上　

雅
俊（
電
子
機
械
） 

戸
畑
工
業
高
校
へ（
新
規
採
用
）

▽
岡
田　

直
樹（
電
子
） 

▽
淺
田　

修
平（
工
業
化
学
） 

福
岡
工
業
高
校
へ

▽
鬼
武　
　

薫（
養
護
教
諭
） 

小
倉
高
校
へ

▽
飛
松　

智
子（
事
務
次
長
） 

八
幡
工
業
高
校
へ

【
転
入
】

▽
伊
藤　
　

学（
教
頭
） 

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
大
澤　

晶
子（
国
語
） 

小
倉
商
業
高
校
よ
り

▽
東
島　

康
晴（
数
学
） 

八
幡
中
央
高
校
よ
り

▽
末
松　

武
志（
理
科
） 

門
司
大
翔
館
高
校
よ
り

▽
池
田　

崇
真（
理
科
） 

八
幡
高
校
兼
務
よ
り

▽
桑
本　

雅
生（
機
械
） 

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
久
保　

光
平（
機
械
） 

新
規
採
用（
柳
井
商
工
高
校
）よ
り

▽
牟
田　

拳
斗（
電
子
機
械
） 

新
規
採
用

▽
崎
村　
　

諭（
電
子
機
械
） 

▽
福
來　

智
昭（
電
気
） 

新
規
採
用

▽
伊
藤　

春
海（
電
子
） 

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
天
野　

辰
夫（
工
業
化
学
） 

田
川
科
学
技
術
高
校
よ
り

▽
松
川　

文
人（
工
業
化
学
） 

新
規
採
用

▽
徳
永
久
美
子（
養
護
教
諭
） 

若
松
商
業
高
校
よ
り

▽
藤
林
真
由
美（
事
務
次
長
） 

小
倉
西
高
校
よ
り

教
職
員
の
異
動

平
成
30
年
度
創
立
記
念
日 
Ｏ
Ｂ
講
話

技
能
五
輪
国
際
大
会  

金
メ
ダ
ル
受
賞
報
告

北
辰
会 

年
会
費
納
入
の
お
願
い

教
育
振
興
基
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

５
月
２
日
㈬
、
創
立
記
念
日
に
恒
例
の
Ｏ
Ｂ
講
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
29
年
卒
か
ら
平
成
27
年
卒
ま
で
の
卒

業
生
20
名
で
在
校
生
へ
19
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
各
界
の
分
野
で
活
躍
す
る
先
輩
方
の
話
に

興
味
深
く
聞
き
入
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
講
師
と
ア
シ
ス

タ
ン
ト
２
名
と
生
徒
に
よ
る
漫
画
の
実
技
体
験
も
あ
り
貴

重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

去
る
５
月
２
日
創
立
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
前
に
、
昨
年
第
44
回
技
能
五
輪
国
際
大
会
「
製
造
チ
ー
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
職
種
」
に
於
い
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
麻
生
知
宏
氏

が
、
全
校
生
徒
の
前
で
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

麻
生
氏
は
、「
１
年
間
か
け
て
課
題
の
「
火
星
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
」
を

24
台
試
作
し
て
、
最
終
的
に
６
輪
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
本
番
に
臨
ん

だ
。
小
倉
工
業
在
学
中
に
卒
業
生
３
人
目
の
国
際
大
会
金
メ
ダ
リ
ス
ト 

川
辺
祐
也
氏
（
平
成
20
年 

電
子
機
械
科
卒
）
の
金
メ
ダ
ル
受
賞
報
告

会
の
講
話
を
聴
き
、
技
能
五
輪
を
目
指
し
た
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
も
夢

を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

井
本　
義
孝 

（
昭
和
29
年 

機
械
科
卒
）

　
⃝ 

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
ひ
と
り
旅
１
万
キ
ロ

坂
田　
繁 

（
昭
和
31
年 

工
業
化
学
科
卒
）

　
⃝ 

仕
事
に
打
ち
込
む
、
社
会
に
役
立
つ
、

工
業
高
校
生
へ
の
期
待

白
川　
真
澄 

（
昭
和
42
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

田
中　
時
彦 

（
昭
和
46
年 

機
械
工
作
科
卒
）

　
⃝ 

漫
画
家
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
実
技
を

体
験
し
て
み
よ
う

竹
川　
均 

（
昭
和
49
年 

機
械
科
卒
）

　
⃝
日
本
刀
を
通
し
て
見
る
日
本
の
文
化

泉　
日
出
夫 

（
昭
和
61
年 

機
械
科
卒
）

　
⃝ 

応
援
し
た
く
な
る
人
に
な
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト

吉
田　
和
志 

（
昭
和
63
年 

設
備
工
業
科
卒
）

　
⃝ 

花
火
（
仕
事
）
を
通
じ
て
学
ん
だ

私
の
人
生
観

田
辺　
慎
治 

（
平
成
元
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
私
の
人
生

西
岡　
清
隆 

（
平
成
２
年 

工
業
化
学
科
卒
）

　
⃝
電
磁
波
に
つ
い
て

北
出　
尚
大 

（
平
成
4
年 

機
械
科
卒
）

　
⃝ 

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
し
て
の
経
験
と
地
域

に
密
着
し
た
ク
ラ
ブ
作
り
に
つ
い
て

播
磨　
修 

（
平
成
4
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝
筋
肉
と
心
を
鍛
え
る
方
法

岡
田　
研
一
郎 

（
平
成
5
年 

電
気
科
卒
）

　
⃝ 

自
分
の
将
来
設
計（
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

川
上　
正
喜 

（
平
成
10
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝ 

企
業
に
必
要
な
、
た
っ
た
「
１
つ
」

の
も
の

𠮷
形　
政
衡 

（
平
成
13
年 

電
子
機
械
科
卒
）

　
⃝ 

陸
上
競
技
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
し
た
青
春
時
代

中
尾　
啓
太 
（
平
成
16
年 

電
子
科
卒
）

森
田　
陽
一
朗 
（
平
成
27
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝ 

社
会
人
に
な
っ
て
気
付
い
た
、
在

学
中
に
行
っ
た
方
が
良
い
こ
と

野
口　
晃
平 

（
平
成
19
年 
電
子
科
卒
）

　
⃝
世
界
一
の
レ
ー
ス
へ
の
挑
戦

野
﨑　
拓
帆 

（
平
成
20
年 

設
備
工
業
科
卒
）

　
⃝ 

Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ-

Ｄ
の
開
発

に
つ
い
て

麻
生　
知
宏 

（
平
成
24
年 

電
子
科
卒
）

　
⃝
世
界
一
を
目
指
し
て

蒲
原　
美
希 

（
平
成
27
年 

工
業
化
学
科
卒
）

　
⃝ 

自
分
が
働
き
た
い
会
社
に
内
定
を

も
ら
う
た
め
に
は

※
講
師
（
敬
称
略
）・
講
演
題
目

麻
生　

知
宏 

氏

（
平
成
24
年 

電
子
科
卒
）
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